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エフピコは、食品トレー・容器の製造・販売事業を通じて、皆様の快適な食生活の
創造に努めています。これからも、創業以来貫き続けてきた「現場主義」「顧客第
一主義」を徹底し、「もっとも高品質で環境に配慮した製品を」「どこよりも競争
力のある価格で」「必要なときに確実にお届けする」を実践していきます。

エフピコレポート2024　発行日:2024年6月
編集方針／エフピコらしさを皆様にご理解いただけるよう、各活動の実績、これからエフピコが目指す方向性を明確に記載するよう心がけました。
�本レポートの作成にあたっては、環境省の「環境報告ガイドライン（2018年）」、国際統合報告フレームワーク（IIRCフレームワーク）、および「価値協
創ガイダンス2.0」を参考にしました。／対象期間：2023年4月1日～2024年3月31日／対象範囲：株式会社エフピコ、およびエフピコグループ

VISION
食品トレー・容器メーカーとして

持続可能な社会の構築
安心・安全で豊かな食生活の創造

「必要なときに確実にお届けする」インフラの確立

社会の一員として

経営基盤の強化
地域社会との共生

エフピコグループが目指すもの

MISSION
「現場主義」「顧客第一主義」に則り、
「もっとも高品質で環境に配慮した製品を」
「どこよりも競争力のある価格で」
「必要なときに確実にお届けします」

経営理念

MOTTO
1．責任
2．自信
3．和
4．忍（がまん）
5．健康

社訓

Contents

イントロダクション

エフピコグループの
バリューチェーン

マテリアリティ

企業プロフィール
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　2024年1月1日に発生した令和6年能登半島地震によ

り、犠牲になられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと

ともに、被災された皆様に心からお見舞いを申し上げます。

　地震を含め大規模な自然災害が多発している昨今におい

て、メーカーとして最も重要なことの一つは安定供給です。

エフピコは「もっとも高品質で環境に配慮した製品を」「ど

こよりも競争力のある価格で」「必要なときに確実にお届け

する」という経営理念を掲げ、その実現をどのような時で

も追求し続けています。

　2023年、兵庫県小野市に関西圏の大型拠点「関西工

場・関西ハブセンター」が竣工しました。敷地面積48,000

㎡、生産工場と物流センターの2つの機能を持つ複合施設

で、これにより全国の配送センターから半径100km圏内

で日本の全人口の約85%をカバーする物流ネットワークが

完成しました。稼働を開始してから１年半、順調に生産・物

流のオペレーションを続けています。以前は福山から和歌山・

奈良・大阪へ行っていた製商品の配送は地元関西からの発

送に完全移行し、物流2024年問題※への対応にもつなが

りました。

　今後も食品トレー・容器の安定供給を通じて、安全・安心

な食生活を支えてまいります。

※�2024年1月からトラックドライバーの年間時間外労働時間の
上限が960時間に規制されることによって生じる様々な問題

関西工場・関西ハブセンターの
設立による安定供給の強化

Top Message 

代表取締役会長
兼　エフピコグループ代表 どのような時であっても

安 定 供 給の責任を果たし、
安 全 ・ 安 心な食生活を
支えてまいります。

関西工場・関西ハブセンター
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　エフピコグループは、食品売り場の現場で得た情報や経

験をもとに、お客様の課題解決につながる製品開発を展開

しています。製品開発の中枢となるのが「エフピコ総合研

究所」で、今年で設立10周年を迎えました。開発テーマと

しては、環境への対応施策としての「プラスチック使用量の

削減」「人手不足対策」「拡大する冷凍市場対応」などです。

　容器包装リサイクル法の観点から、スーパーマーケット様

やコンビニエンスストア様を中心に、プラスチック容器の軽

量化ニーズが高まっています。そのニーズに対応して、エフ

ピコでは低発泡PSP成形の新技術による製品ラインナップ

を拡大させています。従来、寿司桶など蓋とのしっかりとし

たかん合を必要とする大型容器や、シャープな形状を必要

お客様のニーズを捉えた
製品価値拡大への取り組み

リサイクル・太陽光発電など
による環境への対応

しました。

　加えて、新たなリサイクル技術の研究にも継続して取り組

んでいます。現在「エコトレー」へとリサイクルしているのは

白トレーのみであり、色や柄のついたトレーは他のプラスチッ

ク製品の再生原料となっています。そこで、色・柄トレーも

食品トレーへとリサイクルするための技術開発をDIC株式

会社様と共同で行っており、同社の脱墨技術を活用したポ

リスチレンの溶解分離リサイクルによる製品供給を2025

年には実現できる予定です。さらにスチレンモノマーまで戻

すケミカルリサイクル技術の研究も行っており、これらの新

技術を通じて再生原料の量を増加させ、エコ製品の拡大を

果たしてまいります。

　さらに、2024年3月、関西工場・関西ハブセンターで

太陽光発電の運転を開始したことにより、全国３カ所のリ

サイクル工場を動かす電力が太陽光発電の電力となりまし

た。これにより石油由来製品と比較した場合のエコトレーの

CO²削減効果は2024年7月1日出荷分より従来の30％

から、37%へ上昇します。

　安定供給と並行して推進しているのが事業活動における

CO²削減です。エフピコは1990年より、消費者の方々・

ユーザー様・包材問屋様と協力して使用済み食品トレーをリ

サイクルする「エフピコ方式リサイクル」をスタートさせました。

回収拠点は現在約10,680拠点にまで拡大し、「トレー to 

トレー®」「ボトル to 透明容器™」の水平リサイクルを推進

しています。

　その中で、スーパーマーケット様と協働で進めているのが、

お店で使用した食品トレー・ペットボトルをそのお店で資源

として回収し、食品トレー・透明容器に再生して再びそのお

店で積極的に使用する「ストア to ストア」のリサイクルです。

「お店が地域のエコリーダー」となることで消費者の水平リ

サイクルへの参加が進み、より多くの使用済み食品容器・ペッ

トボトルが回収され、CO²排出削減が進むことを目指して

います。

　2022年11月〜2024年3月には中国・九州・東北地方

のCGCグループ様と、2023年10月には株式会社エブリ

イ様とリサイクルによるCO²削減に向けた共同活動を開始

とする容器を発泡PSPシートで製造することは不可能とさ

れてきました。しかし、積水化成品工業株式会社様の発泡

技術とエフピコの独自技術である両面真空成形を組み合わ

せることで、非発泡容器と同等の強度とシャープな形状を

維持しながら、50〜60%の軽量化を実現する画期的な新

技術（特許出願済み）を開発しました。この技術を活用し、

新低発泡PSP容器のラインナップを大幅に拡充させてまい

ります。

　近年、日本社会全体でも大きな問題となっている人手不

足への対策は、スーパーマーケット様でも急務となっていま

す。これまで人の手で行っていた盛付けやラベル貼り、容器

の蓋閉めといった作業を自動化する機械をバックヤードに

導入したり、その作業自体をプロセスセンター（PC）やセン

トラルキッチン（CK）に集約するという形態への移行が進

んでいます。こうした動向を受けエフピコでは、PCやCK

からの輸送を考慮してコンテナのサイズに合わせた製品や

移動中の汁漏れ・ずれ抑制の工夫をした輸送適性の高い製

品、さらに機械による蓋閉めにも対応した強度をもつ製品

等を開発しました。

　また、昨今の冷凍食品市場の拡大に対応した素材の開発

も積極的に実施してきました。エフピコは冷凍食品に対応し

た食品容器・トレーとして、耐寒耐熱性を備えた発泡ポリス

チレン製品「マルチFP」、2軸延伸PET製容器（OPET）、

「耐寒PPiP-タルク」素材を使った製品の３種類をライン

ナップしています。「耐寒PPiP-タルク」は、従来の耐寒

PP製品と同じ強度・耐衝撃性を維持しながら、プラスチッ

ク使用量も25％以上削減しました。

　今後も、エフピコの独自技術を活かし、お客様のニーズに

応え、環境に配慮した付加価値の高い製品を開発して、お

客様にお届けしてまいります。

関西拠点の太陽光発電設備

非発泡容器と同等の強度とシャープな
形状を維持しながら、50〜60%のプラ
スチック軽量化を実現した「祝賀桶」（上）
「氷河桶」（下）

「ストア to ストア」のリサイクル
（エフピコフェア2024）

「耐寒PPiP-タルク」は、従
来製品と同じ強度・耐衝撃
性を維持しながらプラスチッ
ク使用量を25%以上削減

従来製品

耐寒PPiP-タルク

プラスチック使用量比較

25% 以上
削減
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　エフピコではさらなる価値創造を生み出すためのデジタ

ルやIT技術の採用を積極的に推進しています。2024年

3月には西宮選別センターにおいて新しい選別システムを

導入しました。回収された使用済みの透明容器を「PET」

「OPS（二軸延伸ポリスチレン）」「PP（ポリプロピレン）」

の素材別にそれぞれ「緑」「黄」「赤」に色分けして表示する

装置であり、作業を行うスタッフが視覚的に分かりやすく選

別できる仕組みです。これにより、一人あたりの選別量を

1.5倍に増やすことが可能となっています。

　また、生成AIを活用した業務システムの開発にも取り組

み、日々営業スタッフが現場訪問の報告を記入している日

報の内容を要約するシステムを開発しました。これにより、

現場での気づきやお客様との会話の中でトレンドとなって

いるキーワードを効率的に抽出できるようになり、新たなマー

ケティング手法として活用しています。　2023年9月、株式会社アペックスの株式を追加取得し、

連結子会社化しました。同社は九州一円の食品製造業者か

ら大手量販店、スーパーマーケット、2次卸問屋などへの販

路を持ち、九州地区における容器シェア第2位の食品包装

資材ディーラーとして高い信頼を得ています。

　エフピコグループの一員となり、エフピコの問屋基幹シ

ステムや物流システム、食品容器・包装資材のECサイト

「PACK MARKET」、エフピコ商事のマーチャンダイジン

グといった各種インフラを活用することで競争力の強化を

図り、飲食店向けのマーケットへの参入などを目指します。

九州地方での販売力強化

業務全般における
デジタル化・IT化の推進

　ドライバー不足と時間外労働の上限規制といういわゆる

「物流2024年問題」への対応は喫緊の課題です。しかし

エフピコではいくつかの取り組みの積み重ねにより、この問

題に対してスムースな対応ができています。

　そのひとつが関西工場と関西ハブセンターの稼働です。

以前には広島県福山市から関西地方へ配送していた製商品

を兵庫県小野市からの配送に移行することにより走行距離

と時間が大幅に削減され、ドライバーの拘束時間も短縮さ

れました。

　もうひとつは、長年にわたり物流拠点で実施してきた様々

な効率化対策が功を奏しているということです。なかでも

「RD（リアルタイムデリバリー）チェックシステム」は荷受け

から配送終了までのドライバーの勤務状況を詳細に把握し

て効率化するシステムであり、ドライバーの拘束時間短縮に

大きく役立っています。

物流2024年問題への対応

　2023年は「定着」をテーマに掲げ、関西の大型拠点の

完成やマレーシアの容器製造企業への出資といった様々な

取り組みを発展させ、ノウハウや成果を「定着」させること

に挑戦してきました。

　今年のエフピコのテーマは「前進」です。国際社会や自然

環境において不安定な状況が続いており、事業環境の先行

きが不透明であることに変わりはありません。しかし、この

変化をチャンスと捉え、お客様の収益と価値の向上に貢献し、

エフピコグループの未来への成長をさらに加速させること

ができると確信しています。そうした私たちの挑戦をさら

に前へ進めていく一年にするという想いを「前進」という

言葉に込めました。

　お客様の声を傾聴し、社員が「いい会社」にするために

声を上げ自ら行動していくことで、「前進」していきたいと

考えています。

「RDチェックシステム」 株式会社アペックス本社（福岡市中央区）

西宮選別センターに導入した使用済み容器の選別システム

2024年のテーマは「前進」
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価値を創造し続ける
バリューチェーン

食品トレー・容器の製造、販売、リサイクルを行っているエフピコグループは、
一連の事業がつながるバリューチェーンを通じて様々な価値創造を続けています。
エフピコグループは、豊かな食文化の創造とともに持続可能な社会の構築に
大きな役割を果たしていくことを目指し、取り組みを進化させます。

価値創造プロセス

経営資本（2024 年３月期）

SC M
安定供  給

経済的価値

事業の拡大

◎付加価値を提供する製品　P.12、13、45
◎新マーケットの発掘　P.21
◎生産・物流ネットワークの構築　P.46

環境・社会的価値

◎リサイクルによる地上資源循環　P.31、41
◎エコ製品の販売による CO² 排出量削減　P.40
◎「エフピコ環境基金」を通じた取り組み　P.43
◎障がいのある人材の活躍　P.49

マテリアリティへの取り組み　P. 37、38

社訓　経営理念　ビジョン

マーケ
ティング

製品
開発

製造

リサイクル

物流

販売

調達

食品トレー・容器メーカーとして
持続可能な社会の構築
安心・安全で豊かな食生活の創造

「必要なときに確実にお届けする」
インフラの確立

社会の一員として
経営基盤の強化
地域社会との共生

エフピコグループが
生み出す価値

エフピコの

理念・ビジョンに沿った事業展開

財務資本 安定した財務基盤

資産合計

2,986億円

自己資本比率

  48.6%

製造資本 全国の生産・物流・
リサイクルネットワーク

設備投資額

95.9億円

生産工場

 21工場

知的資本 最先端の研究設備を
完備した総合研究所

研究開発費

14.8億円

特許件数

  124件

人的資本 適材適所で活躍する多様な人材

連結従業員数

5,104名

障がい者雇用率

  12.6%

社会関係資本 4者一体のエフピコ方式
リサイクルの拡大

使用済み容器回収拠点数

10,680カ所

プラスチック資源回収量

   10,500t

自然資本 太陽光発電導入など
環境負荷軽減

CO2排出量

約18.7万t

エコ製品販売によるCO2削減量

約20.2万t

FPCO's VALUE CREATION PROCESS

◎売上高
◎経常利益

2,221億円

167億円

→3,000億円

→300億円

2024年3月期 目標
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フードパック　衛生的で便利な機能を付加

冷凍　容器や三方袋で様々な冷凍食品に対応　　　　　

デリバリー　様々なメニューの配達に適した容器類

汎用　サイズと色柄で様々な用途に活用が可能 鮮魚　新鮮な海の幸の魅力を引き立てる

寿司　新鮮さを損ねず美味しさを食卓まで運ぶ 米飯　サイズと色柄で様々な用途に活用が可能

精肉　衛生的で肉の旨味や色味を引き立てる 惣菜　電子レンジ対応などで扱いやすい

クリアパッケージ　透明な容器が鮮度も美味しさも伝える 催事　人が集まる楽しい催事に最適

エコトレー（リサイクル製品）

その他　紙容器、鶏卵パック、フィルム製品など

SERVICES AND PRODUCTS

エフピコグループは、食品トレー・容器を製造・販売し、自社物流ネットワークを活かして、全国へ確実にお届けできる仕組
みを構築しています。また、食品トレー・容器のリサイクル事業も推進しています。

事業内容／主な製造・販売製品

製造 物流

リサイクル

販売

お客様のニーズを製品開発に反映す
るとともに、拡大する市場に対応し
て食品トレー・容器を安定供給できる
よう、全国に21の生産工場を配置し
ています。SCM（サプライチェーン・
マネジメント システム）により、営業
部門の販売予測をもとに生産計画を
立案し、資材の調達計画、製品の供
給計画・在庫計画までを一元管理し
ています。

全国に9カ所ある物流拠点から約
12,000種類の製品を安定的にお届
けするため、配送センターから半径
100キロメートル圏内で日本の全人
口の約85%をカバーする全国規模
の物流ネットワークを構築しました。
また、自社製品と一緒にスーパーマー
ケット等で必要な包装資材・消耗品や
衛生・作業用品などもお届けしてい
ます。

エフピコが掲げる理念「現場主義」と
は、食品販売の現場を重要視し、そ
こからお客様のニーズを見つけ、そ
れに応える製品をつくるという考え
方です。その徹底した現場主義があ
るからこそ年間約1,500アイテムも
の新製品をお客様に提案できていま
す。お客様目線で見た売り場づくり
のアイデアなどもご提案し「顧客第一
主義」という理念も実践しています。

全国各地の消費地近郊で
生産供給体制を整備

全国をフルカバーする
物流ネットワーク

お客様の現場を起点に
ニーズを把握した提案

スーパーマーケットの店舗など
で回収された使用済み食品ト
レー・透明容器・ペットボトルを
配送後の帰り便を活用して全国
のリサイクルセンターへ運んでい
ます。

使用済み容器等は選別された
後、リサイクル工場で原料に戻
し、再び食品トレー・透明容器に
生まれ変わります。このような
「トレーtoトレー®」「ボトルto
透明容器™」のリサイクルを推
進しています。
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PRODUCT FEATURES

素材 技術

エフピコは高い機能性とデザイン性をもったオリジナル製品を開発・製造し、
お客様のニーズにお応えする高品質で高付加価値な製品をスピーディーに提供しています。

耐寒耐熱性や透明性といった特長あるオリジナル素材を
活かした製品開発を行っています。

お客様の課題や消費者のニーズに応える
機能性のある製品を開発し続けています。

エフピコ製品の主な特徴

耐熱温度110℃のマルチFP（MFP）
は、断熱性と保温性を両立することで、
レンジで加熱した後に持っても熱くな
いのが特長。発泡素材のためプラスチッ
ク使用量も削減しています。

レンジアップしても熱くない
「MFP」

光沢感と成形性に優れる「MSD」は重
厚感かつシャープな形状、つや感により
売り場と食卓の両方を彩ります。スタッ
ク性に優れ、バックヤードでも場所を取
りません。

シャープな形状で
食卓を彩る「MSD」

プロセスセンターの普及で輸送コストも
増加傾向にあります。コンテナ内の積
載効率を高めるために、容器サイズを
見直したり、蓋を低く設定したりなど輸
送適性のある容器を開発しています。

コンテナ効率を高める
「輸送適性」

従来の「耐寒PP製品」と同じ強度・耐
衝撃性を維持しながら、プラスチック使
用量も25％以上削減した「耐寒PPiP-
タルク」を新開発しました。冷凍食品市
場の拡大に対応します。

プラ使用量25％以上削減
「耐寒PPiP-タルク」

耐油性と耐寒性に優れたエコ製品。弁
当の蓋にも使用され、レンジ加熱時に
穴が開きにくいのが特長です。容器ご
と冷凍保存しても衝撃で割れにくく、冷
凍自販機用としても使用されています。

耐油性と耐寒性に優れた
透明素材「エコOPET」

日本初の低発泡PSPの成形技術を積
水化成品工業株式会社様と共同開発。
従来のPSP発泡シートでは不可能と
されてきたシャープな形状を可能にし、
60%の軽量化を実現しました。

60%の軽量化を実現
「低発泡PSP」

再生原料を使ったエコ製品もより軽い
ものへ──従来品より本体を薄肉化す
ることで、約17%の軽量化を実現しま
した。薄くても容器が変形しないよう
蓋のリブ（凹み）にも工夫をしています。

エコ製品かつ軽量化
「エコAPET」

非発泡素材

PSP低発泡素材

60%軽量化
 （本体のみ）

強度を保って薄肉化 CO²排出量-30%

冷凍しても破損しにくい容器 内かん合でも噛み込みにくく
盛付けしやすい

トップシールと蓋の両方に対応

食卓やキッチンで、容器の蓋を「開けづ
らい」と思ったことはありませんか？蓋
の角を三角の「ベロ形状」にすることで、
つまみやすく、開けやすい容器を実現し
ています。

開けやすさを追求
「蓋のベロ形状」

開けやすさを追求した「ベロ形状」

食品トレー・容器にグラビア印刷をする
ための「インク」を改良し、新たな金色
を開発。輝度を高めることで見映えを
よくし、食品をさらに彩鮮やかに見せて
います。

食品を際立たせる
「色・柄・デザイン」

インキの改良で輝度が10%アップ

蓋と本体をはめ込ませる「かん合技術」。
例えば、中身を噛み込んでしまいやすい
「内かん合」でも本体の形状を工夫す
ることでこれを改善。盛付けの作業性
を高めています。

盛付けの作業性を向上
「かん合技術」

プロセスセンターやセントラルキッチン
で機械を使った盛付けが一般化する中、
食品トレー・容器も機械に対応。一つの
容器でトップシール・蓋のどちらの包装
形態にも対応できます。

現場の人手不足に貢献
「機械対応」

容器のステージを高く設計することで、
商品のボリューム感を向上させています。
また、蓋の側面の角度を極限まで立た
せることで、中身を見やすく、存在感を
引き立てています。

見映えと機能性を両立
「成形技術」
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Message
Top Message 

代表取締役社長

“ものづくり”と“ひとづくり”
その両輪でさらなる発展を 　エフピコが、最も効率的な生産・物流計画を立案し、それ

を実行するための指示を各部署に伝達する「SCM（サプライ
チェーン・マネジメント システム）」の立ち上げを開始したの
は2003年のこと。以来、私はエフピコの“ものづくり”の中
心的な役割を担うSCM本部の責任者を務めてきました。
　昨今SCMでは2024年問題への対応に注力してきました。
この問題への対応を20年間続けてきたSCMの仕組みや考
え方を再構築する機会だと捉えて、さらなる効率化に向けた
取り組みを続けています。
　2023年、関西工場・関西ハブセンターが稼働を開始しま
した。これにより、関西圏の納品は輸送車両の走行距離と時
間が半分以下になるとともに、ドライバーの拘束時間も大幅
に削減できています。また、生産・物流・販売の3部門を「中
日本以東」と「中日本以西」の2エリアに分割しました。関東

と福山の間の荷動きを抑制し、長距離輸送を最小限にするこ
とで2024年問題に対応していきます。
　これ以外にも、生産・物流計画の精度を高めるために導入
している人工知能（AI）を再構築しています。需要や天候な
どのAI予測の精度を高めることで在庫水準を下げ、生産・物
流の効率化を一層図っていきます。
　これらの取り組みにより、SCMが回すバリューチェーンを
より効率化していくことで、「安定供給」と経営理念である「顧
客第一主義」を実現し、お客様に新たな価値をご提供してい
きます。

　このバリューチェーンを動かすのは、紛れもなく“ひと”、エ
フピコの社員です。そのため、社員同士がコミュニケーション
をとり相互理解を図るための取り組みや、社員が健康で生き
生きと働くための施策を実施しています。
　エフピコでは、以前より新入社員が先輩社員とバディを組
んで指導を受ける「マンツーマンリーダー制度」をはじめとす
る人材育成や、年間休日数の増加などを実施してきました。
これらに加え、役員と従業員が対話する「ワイガヤ会議」といっ
た新しい施策も開始しました。他者の立場や考えを理解する
機会にするとともに、役職や年齢を超えてざっくばらんに話
ができる雰囲気づくりを促進していきたいと考えています。
　また、健康経営の取り組みにも注力しています。2023年
度はエフピコグループ各社対抗でウォーキングの距離を競い
合う「ウォークラリー」や、健康習慣やストレッチなどをテーマ
にした「健康セミナー」も多数開催しました。私自身も参加し、
社員と交流が図れる良い機会となりました。
　社長である私の役目は、SCMを中心としたバリューチェー
ンを効果的に回すだけではなく、社員一人ひとりと対話し、
現場の声を吸い上げることにあります。今後も“ひとづくり”
の各種施策を通じて、コミュニケーションを積極的に図り、エ
フピコのさらなる発展につなげていきます。

他者を理解する“ひとづくり”で
バリューチェーンを支える

“ものづくり”の効率化で
経営理念を実現

付加価値の高い製品を安定供給するエフピコのバリューチェーンは、

SCM（サプライチェーン・マネジメント システム）によって、その全

プロセスが指揮されています。
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エフピコレポート 2024

コミュニティへの参画
エフピコはコミュニティの一員として事業所がある地域の方々との共生を目指しています。
2023年度は、スーパーマーケット様をはじめとするステークホルダーと環境イベントを開催するとともに、
展示会への参加や、団体・教育機関向けの出前授業などを実施しました。

5月 ・福山ばら祭り（広島県）

6月
・八王子フェスティバル（東京都）
・環境フェス那珂（茨城県）

7月

・エコテクノ2023（福岡県）
・小泉ユニバーサルピーチユニット（宮城県）
・くりはらツーリズムネットワーク（宮城県）
・吉里吉里国（岩手県）
・宮島ネットワーク（広島県）
・瀬戸内宇治島クラブ（広島県）

8月

・オンライン工場見学
・エコワールドフェス大阪（大阪府）
・いしかわ環境フェア（石川県）
・日本プラスチック食品容器工業 出前授業・練馬関町リサイクルセンター
（東京都）

9月 ・荒川クリーンエイドフォーラム（東京都）

10月

・県立広島大学講義（広島県）
・小学校でのユーザー様とのコラボ出前授業（東京都）
・やまがた環境展（山形県）
・3R推進月間・食ロス削減月間関連イベント
・早稲田大学講義（東京都）
・おの恋楽市楽座（兵庫県）
・佐賀さいこうフェス2023（佐賀県）
・ユーザー様とのコラボ勉強会（北海道）
・第17回3R推進全国大会（秋田県）
・咲洲こどもEXPO（大阪府）
・荒川クリーンエイドフォーラム（東京都）
・さとうみフェスタ2023（広島県）
・つやま文化祭（山形県）

11月

・さとうみフェスタ・ワークショップ（広島県）
・エコ検定アワード2023（東京都）
・三原市こどもおしごと体験イベント（広島県）
・YOKOHAMA RePLASTICフォーラム（神奈川県）
・じばさんフェア2023（広島県）
・ユーザー様との取り組み（静岡県）

12月

・世田谷2R推進議会 子どもエコ・マーケットでお買い物体験（東京都）
・エコプロ2023（東京都）
・GSHIPゼロチャレ広島（広島県）
・ユーザー様との取り組み（東京都）
・ひょうごユースecoフォーラム（兵庫県）

1月

・小学校でのユーザー様とのコラボ出前授業（神奈川県）
・小学校でのユーザー様とのコラボ出前授業（香川県）
・広島県GSHIPゼロチャレンジ（広島県）
・NACS環境フォーラム講師派遣（大阪府）

2月
・ぎふ地球環境熟（岐阜県）
・山形市ごみ減量課講演（山形県）
・GSHIPゼロチャレ広島（広島県）

3月
・環境研修会（東京都）
・湘南CF・ビーチクリーン撮影（神奈川県）
・こどもエコクラブ全国大会（東京都）

人材育成方針

OFF-JT 一般教育 自己啓発

役職者 評価者トレーニング ハラスメント防止研修
管理職向け

健
康
セ
ミ
ナ
ー

資
格
取
得
奨
励
制
度

資
格
取
得
支
援
制
度

社
内
通
信
教
育
受
講
支
援
制
度

社
外
ス
ク
ー
ル

受
講
支
援
制
度

管理職 新任マネージャー研修

中堅 リーダー研修 海外研修

ハラスメント防止研修
管理職以外向け

若手 スキルアップ研修 マンツーマン
リーダー研修

新入社員 新入社員研修 フォローアップ
研修

働きやすい会社や働きがいのある会社といった“いい会社”を目指し、
組織の整備を図りながら、全ての社員がそれぞれの人生を豊かにできるような
様々なプログラムを実施しています。

　評価者と被評価者の対話を重視する評価制度を導入しています。社員が中長期的な取り組みを考え、目標設定の場で上司と対
話することにより、各自の自律的な成長や改善活動をバックアップします。また、評価の場面でも、社員から半期・通期の目標に対
する取り組み結果をアピールした上で、上司との評価のすり合わせを行うとともに、定年延長・再雇用についても社員との対話を
通して希望に応じています。社員が定年を60～65歳の中から選べるほか、65歳以前の定年退職を選択した場合でも、希望者は
全員、再雇用社員（1年更新）として65歳まで働くことが可能です。また、本人と会社が希望する場合、65～70歳の再雇用（1
年更新）も可能です。

対話を重視した評価制度と65歳までの選択式定年延長

本項目の詳しい
内容はこちら

持続的な成長のために努力と挑戦を続けるエフピコグループの最大の資産は“人材”です。人材の採用から教育、活用、
そして退職に至るまで、一人ひとりが個性を発揮できる「人づくり」の仕組みの強化を通じて、やりがいと充実感ある職
業人生の実現と組織の一層の活性化を推進し、企業グループ全体の価値向上の途を進んでまいります。

人材育成方針

　エフピコは女性活躍推進法に基づき、「女性活躍推進企業」として2023年に
「えるぼし（2段階目）」に認定されました。労働時間等の働き方や、管理職比率、
多様なキャリアコースについて評価基準を満たしており、特に女性の管理職比率
は産業平均値の約2倍の水準となっています。
　女性社員の職域拡大、継続就業支援、管理職の増加を目指す取り組みに関し
ては、「一般事業主行動計画」で女性総合職の採用比率30％以上（2023年4
月時点で24.0％）、女性管理職50名以上（2023年4月に57名となり達成）、
役職者（課長職以上）5名以上（2023年4月に6名となり達成）を目標に設定し
ています。今後は特に女性総合職の積極的採用及びより高位の役職への女性の
登用を進め、女性の活躍の場の拡充を推進します。

女性の活躍を推進

2023年度の主な参加イベント

えるぼし（2段階目）

マテリアリティ
＞ 人材育成方針 / コミュニティへの参画

小学校でのユーザー様とのコラボ出前授業（神奈川県）

ユーザー様との取り組み（静岡県）

八王子フェスティバル（東京都）

福山ばら祭り（広島県）

ユーザー様との取り組み（東京都）
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会社概要

商　　号	 株式会社エフピコ
設　　立	 1962年（昭和37年）7月
代 表 者	 �代表取締役会長	

兼　エフピコグループ代表 佐藤 守正	
代表取締役社長 安田 和之

資 本 金	 13,150百万円
社 員 数	 984名（エフピコグループ：5,104名）

事業内容	 �ポリスチレンペーパーおよびその他の	
合成樹脂製簡易食品容器の製造・販売並びに	
関連包装資材等の販売

ロゴに使用しているFPは創業当時の社名で
ある「福山パール紙工」に由来しています。

エフピコグループの
製造・物流・販売・
リサイクルネットワーク

● 営業所

● リサイクル工場/  
　 選別センター

● 生産工場

● 配送センター / 
　 ピッキングセンター

東京本社
（東京都新宿区）

福山本社
（広島県福山市）

企業プロフィール

企業プロフィール
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株式会社アイ・ロジック
エフピコイーストロジ株式会社
エフピコウエストロジ株式会社

商社・販売・その他

エフピコ商事株式会社
エフピコチューパ株式会社
エフピコダイヤフーズ株式会社
エフピコインターパック株式会社
エフピコイシダ株式会社
エフピコ上田株式会社
株式会社アペックス

製造

株式会社エフピコ北海道
株式会社エフピコ山形
株式会社エフピコ茨城
株式会社エフピコ八千代
株式会社エフピコ下館
株式会社エフピコ筑西
株式会社エフピコ富山
株式会社エフピコ中部
株式会社エフピコ兵庫

株式会社エフピコ笠岡
株式会社エフピコ福山
株式会社エフピコ神辺
株式会社エフピコ九州
エフピコダックス株式会社
エフピコ愛パック株式会社
エフピコアルライト株式会社
エフピコグラビア株式会社
西日本ペットボトルリサイクル株式会社

エフピコの拠点一覧

生産工場

北海道工場（北海道石狩市）
山形工場（山形県寒河江市）
関東八千代工場（茨城県結城郡）
関東工場（茨城県結城郡）
関東エコペット工場（茨城県結城郡）
関東下館工場（茨城県筑西市）
筑西工場（茨城県筑西市）
関東つくば工場（茨城県下妻市）
エフピコダックス（株）千葉工場（千葉県習志野市）
富山工場（富山県射水市）
中部工場（岐阜県安八郡）
中部エコペット工場（岐阜県安八郡）
近畿亀岡工場（京都府亀岡市）
関西工場（兵庫県小野市）
笠岡工場（岡山県笠岡市）
福山工場（広島県福山市）
神辺工場（広島県福山市）
エフピコダックス（株）高知工場（高知県南国市）
九州工場（佐賀県神埼郡）
南郷工場（宮崎県日南市）
鹿児島工場（鹿児島県鹿児島市）

リサイクル工場 / 選別センター 

関東リサイクル工場（茨城県結城郡）
�関東PETリサイクル工場（茨城県結城郡）
中部リサイクル工場（岐阜県安八郡）
中部PETリサイクル工場（岐阜県安八郡）
福山リサイクル工場（広島県福山市）
北海道選別センター（北海道石狩市）
山形選別センター（山形県寒河江市）
茨城選別センター（茨城県坂東市）
松本選別センター（長野県松本市）
東海選別センター（静岡県駿東郡）
岐阜選別センター（岐阜県安八郡）
金沢選別センター（石川県金沢市）
西宮選別センター（兵庫県西宮市）
福山選別センター（広島県福山市）
九州選別センター（佐賀県神埼市）
�西日本ペットボトルリサイクル（北九州市若松区）

本社

支店

研究所

営業所

福山本社（広島県福山市）
東京本社（東京都新宿区）

大阪支店（大阪市北区）

総合研究所（広島県福山市）

札幌営業所（札幌市中央区）
仙台営業所（仙台市青葉区）
新潟営業所（新潟市中央区）
静岡営業所（静岡市駿河区）
名古屋営業所（名古屋市中村区）
北陸営業所（石川県金沢市）
広島営業所（広島市西区）
四国営業所（香川県高松市）
福岡営業所（福岡市博多区）

 配送センター / ピッキングセンター

北海道配送センター（北海道石狩市）
東北配送センター（山形県寒河江市）
関東ハブセンター（茨城県結城郡）
八王子配送センター（東京都八王子市）
中部ハブセンター（岐阜県安八郡）
東海配送センター（静岡県駿東郡）
関西ハブセンター（兵庫県小野市）

福山ハブセンター（広島県福山市）
九州配送センター（佐賀県神埼郡）
北海道ピッキングセンター（北海道石狩市）
東北ピッキングセンター（宮城県黒川郡）
関東ピッキングセンター  (茨城県結城郡)
茨城ピッキングセンター（茨城県結城郡）
八王子ピッキングセンター（東京都八王子市）

新潟ピッキングセンター（新潟県長岡市）
中部ピッキングセンター（岐阜県安八郡）
関西ピッキングセンター（神戸市北区）
福山ピッキングセンター（広島県福山市）
九州ピッキングセンター（佐賀県神埼郡）

Group Company/Base 

グループ会社・拠点一覧

大阪支店
（大阪市北区）
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グループ相関図
エフピコグループは、食品トレー・容器の生産から配送・販売および関連する資材消耗品の販売
まで、有機的に連携しグループの総合力でお客様をサポートしています。

物流

お客様

消
費
者

障がいのある人材の雇用

エフピコアルライト

PSフィルムの製造
ダンボール供給

エフピコチューパ

弁当・惣菜容器、
農業用包装資材の

製造販売

エフピコダイヤフーズ

卵パック容器の
製造・販売

エフピコグラビア

グラビア印刷
フィルムラミネート加工

西日本ペットボトル
リサイクル

使用済みペットボトルから
再生PET樹脂を製造

エフピコ北海道
エフピコ山形
エフピコ茨城

エフピコ八千代
エフピコ下館
エフピコ筑西
エフピコ富山
エフピコ中部
エフピコ兵庫
エフピコ笠岡
エフピコ福山
エフピコ神辺
エフピコ九州

折箱タイプ容器の製造
回収トレーの選別

（就労継続支援A型事業）

エフピコ愛パック

トレー容器の製造
トレーの選別
（特例子会社）

エフピコダックス

製造資材

トレー容器・
包装資材の販売

エフピコインターパック

エフピコイシダ

エフピコ上田

アペックス

販売会社

エフピコ商事 包装資材・消耗品の
販売事業　など

業務用包装資材・容器・
消耗品のワンストップ通販サイト

エフ  ピコ

エフピコイーストロジ

エフピコウエストロジ
アイ・ロジック

食品容器や資材・消耗品の
小分けピッキング

エフピコ物流

配送センター機能・包装資材ディーラー向けのケース出荷
食品スーパーマーケット向けの小ロットピッキング出荷

スーパーマーケット

コンビニエンスストア

専門店

包材問屋様

外食チェーン

飲食店　他

企業プロフィール
＞ グループ相関図
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回次 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期

決算年月 2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月

売上高 （百万円） 186,349 187,509 195,700 211,285 222,100

経常利益 （百万円） 16,274 19,381 16,703 17,328 16,780

親会社株主に帰属する
当期純利益 （百万円） 10,777 12,211 11,206 11,529 11,724

包括利益 （百万円） 10,461 13,021 11,118 11,558 12,485

純資産額 （百万円） 119,301 124,980 132,455 140,171 145,844

総資産額 （百万円） 242,497 247,234 262,695 298,623 298,580

1株当たり純資産額 （円） 1,436.07 1,520.06 1,610.11 1,703.56 1,795.71

１株当たり当期純利益 （円） 130.36 147.80 136.96 140.87 143.50

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 （円） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

自己資本比率 （％） 49.0 50.3 50.2 46.7 48.6

自己資本当期純利益率 （％） 9.4 10.0 8.8 8.5 8.2

株価収益率 （倍） 27.5 30.5 21.3 23.3 19.2

営業活動による
キャッシュ・フロー （百万円） 27,770 31,814 23,148 20,071 29,176

投資活動による
キャッシュ・フロー （百万円） △10,989 △19,131 △22,866 △34,306 △10,711

財務活動による
キャッシュ・フロー （百万円） △15,643 △15,086 1,578 16,745 △17,013

現金及び現金同等物の
期末残高 （百万円） 20,288 17,884 19,745 22,255 23,707

従業員の構成（2024年3月末現在） 男 女 合計
　従業員数� （人） 657 327 984
　外国人従業員数� （人） 1 5 6
　平均年齢� （人） 44.8 35.7 41.8
　　　30歳未満 112 121 233
　　　30～39歳 130 84 214
　　　40～49歳 164 100 264
　　　50～59歳 185 17 202
　　　60歳以上 66 5 71
　平均勤続年数� （年） 18.0 12.0 16.0
　連結従業員数� （人） 3,808 1,296 5,104

ワーク・ライフ・バランス 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
　有給休暇取得率� （％） 49.3 56.1 57.6 63.6
　一人あたり月平均残業時間�（時間/月） 8.0 7.8 7.7 7.5
　産前産後休業取得者数� （人） 12 15 14 18
　育児休業取得者数� （人） 15 15 20 20
　　　女性 14 13 18 15
　　　男性 1 2 2 5
　　　女性取得率� （％） 100.0 100.0 100.0 100.0
　　　男性取得率� （％） 5.0 9.1 9.5 21.7
　育児休業復帰率� （％） 96.0 95.2 100.0 95.2
　男性育児休暇等取得率※� （％） - - - 82.6

新卒入社者の定着状況 男 女 合計
　2021年4月新卒入社者数� （人） 17 17 34
　2024年4月在籍者� （人） 15 16 31

障がい者雇用 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
　実人数� （人） 362 365 365 393
　障がい者雇用率� （％） 12.7 12.6 12.5 12.6

管理職に占める女性比率
女（人） 男（人） 女性比率（%）
57 393 12.7

離職者数 早期 自己 会社 転籍 その他 合計
　2023年度� （人） 0 30 0 0 0 30

詳細はこちらをご覧ください人材データサマリー 財務サマリー（連結）
エフピコの社会性に関するデータを紹介します。

※エフピコ独自の休暇制度（育児を目的とした連続5日間の休暇）と育児休業を合わせた取得率

※1 �「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第60期の期首から適用しており第59期に係る主要な経営指標
等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

※2 �潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
※3 �エフピコは、2020年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、58期の期首に当該株式分割が行

われたと仮定して、1株当たり当期純利益及び1株当たり当期純資産を算定しております。

エフピコグループの業績に関するデータを紹介します。

企業プロフィール
＞ 人材データサマリー / 財務サマリー（連結）
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INPUT

INPUT

INPUT

INPUT

OUTPUT

OUTPUT OUTPUT

OUTPUT
OUTPUT

リサイクル工場

配送センター

使用済み食品トレー・透明容器の回収は
帰り便トラックを利用（静脈物流）

包材問屋

配送センター

外注工場

各配送センター間
輸送

生産部門 物流部門

エフピコの物流循環システム

回収品

製品

製品廃棄物
汚染物質

生産工場

再生原料

端材

INPUT

原料
エネルギー
資材等

電力
水
事務用品

製品

販売 販売

回収回収

回収 回収

静脈物流静脈物流

動脈物流動脈物流

静脈物流動脈物流

廃棄物

ユーザー 消費者

INPUT OUTPUT

オフィス部門

廃棄物
電力
水
事務用品

製品を迅速にお届けするため
に整備した物流ネットワーク
で、効率的に配送を行います。

製品を配送した帰りの便が、
使用済み容器を回収しリサ
イクル工場へ運びます。

（スーパーマーケットなど）

O
U
T
P
U
T

製品
製品生産重量 207,299 t
出荷トラック台数 168,039 台

廃棄物 29,423 t

環境汚染
物質

煤塵 27 Kg
NOx 3,591 Kg
SOx 755 Kg
BOD 6,005 Kg
COD 3,030 Kg
SS 642 Kg

I
N
P
U
T

エネルギー
電力 404,809,378 kwhkwh
化石エネルギー 96,812,980 MJMJ

水資源
上水 631,657 ㎥㎥
地下水 191,143 ㎥㎥
工業用水 82,471 zz㎥㎥

原料
 （樹脂類他） 210,290 tt

副資材
段ボール 39,396 tt
包装ポリ 3,498 tt

その他
潤滑油 10,903 LL
シンナー 48,828 LL
紙 2,271,500 枚枚

製造部門2023年度データ

I N P U T
エネルギー

電力 18,031,783 kwh
化石エネルギー 2,680,667 MJ

水資源 上水 22,095 ㎥
その他 紙 9,162,880 枚

O U T P U T
廃棄物 462 t

物流部門2023年度データ
I N P U T

エネルギー 電力 3,660,003 kwh
水資源 上水 5,814 ㎥
その他 紙 9,615,000 枚

O U T P U T
廃棄物 50 t

オフィス部門2023年度データ

詳細はこちらをご覧ください

エフピコレポート 2024

環境データサマリー エフピコは、自然環境への負荷を可能な限り低減・抑制するために、
自らの企業活動が生み出した環境への影響を、正確に把握することに努めています。
以下はCO2排出量及び部門ごとの物質収支・エネルギー使用量です。

企業プロフィール
＞ 環境データサマリー
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（財）日本環境協会が設立した表彰
制度。第1回の最高賞である金賞に
「エフピコ方式による『トレー to ト
レー』のリサイクル」が選ばれました。
それから13年、「エフピコ方式リサ
イクル」はさらなる発展を続けてい
ます。

従業員の健康増進のためにスポー
ツの実施に向けた積極的な取り組
みを行う企業として「スポーツエー
ルカンパニー2024」にスポーツ
庁から認定されました。2018年
度以来連続して認定されており、
ブロンズ認定を受けています。

2023年12月、ダイバーシティと
インクルージョンに取り組む企業を
評価する日本最大のアワード「D&I 
AWARD」で最高位の「ベストワー
クプレイス」に認定されました。長年
にわたる障がいのある人材の雇用推
進や、仕事と育児の両立支援の取り
組みなどの強化が評価されました。

ESG指数

世界主要企業約3,000社を対象とするESG評価に基づく株式指数シリーズ
「FTSE4Good Index」に、エフピコも選定されています。

女性活躍推進法により開示される女性雇用に関するデータに基づき多面的
に性別多様性スコアを算出し、各業種から同スコアの高い企業を選別して
指数を構築。「FTSE Blossom Japan Index」同様、GPIF（年金積立
金管理運用独立行政法人）が選定する米国のMSCI社が開発したESG指
数の一つです。

環境関連参画団体

エコファースト企業制度
認定

外部評価

エフピコグループは、業界トップラ
ンナー企業が地球温暖化対策や廃
棄物・リサイクル対策など、自らの
環境に関する取り組みを環境大臣
に対して約束する制度である「エ
コ・ファースト企業」に2022年に
認定されました。

エフピコは2019年に設立された
「クリーン・オーシャン・マテリアル・
アライアンス（CLOMA）」に設立
当初から幹事会社として参加して
います。技術部会の副部会長とし
て、リサイクル技術や新素材の開発
などに取り組んでいます。

循環経済パートナーシップ（略称：J4CE）は、循環経済への流れが世界的に加速化する中、
国内の企業を含めた幅広い関係者の循環経済へのさらなる理解醸成と取り組みの促進を
目指して、官民連携を強化することを目的として、2021年3月2日に、環境省、経済産業省、
（一社）日本経済団体連合会（経団連）により創設されました。「エフピコ方式リサイクル」が、
特に注目度の高い29件の事例をまとめた「注目事例集」に掲載されています。

「健康優良法人（大規模法人部門）」
は従業員等の健康管理を経営的な
視点で考え、健康の保持・増進につ
ながる取り組みを戦略的に実践す
る企業を表彰するものです。エフピ
コは2022年から3年連続で認定
されています。

容器製造やリサイクルの現場におい
て、障がいのある人材が活躍し、そ
れが企業全体の価値につながって
いることが評価され、経済産業省か
ら、2014年度「ダイバーシティ経
営企業100選」に選定されました。

ＣＤＰ気候変動への情報開示
2023 年度評価「A」

サプライヤー ･エンゲージメント評価
2023 年度評価

「サプライヤー･エンゲージメント･リーダー」

東京証券取引所
（証券コード：7947）

ダイバーシティ＆インクルージョンアワード

社会的な評価

GPIF採用指数の一つで、環境情報の開示状況と炭素効率性
の水準に着目して設計されたインデックスです。

S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数

女性活躍推進法に基づく「女性活躍
推進企業」として2023年に「える
ぼし（2段階目）」に認定されました。
「労働時間等の働き方」「管理職比
率」「多様なキャリアコース」の3つ
の評価基準を満たし、「一般事業主
行動計画」を厚生労働省の女性の
活躍推進企業データベースに掲載し
ています。

えるぼし（2段階目）

エコマークアワード
第１回金賞受賞

企業プロフィール
＞ 社会的な評価
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エフピコレポート 2024

エフピコのあゆみ

1962	 福山パール紙工株式会社設立。広島県福山市古宮町（現在の霞町）に福山本社を設置し、PSP成形加工を開始

1972	 福山配送センター（広島県福山市）を開設、以後各地に配送センターを設置

1976	 自社製品の展示会「パールフェア（現工フピコフェア）」第1回目を開催

1979	 配送体制強化のためエフピコ物流（株）を設立

1981	 食品容器のファッション化に対応して、カラー食品容器の製造販売を開始

1983	 東京支店（東京都練馬区）を開設

1985	 大阪支店（大阪府大阪市）を開設
	 関東工場（茨城県八千代町）稼働、以後各地に生産工場を設置

1989	 CIを導入、商号を株式会社エフピコに改める
	 広島証券取引所に株式上場

1991	 大阪証券取引所市場第二部に株式上場

1997	 代表取締役社長（当時）小松安弘が『藍綬褒章』を受章

2000	 特例子会社（株）ダックス四国本社工場（高知県南国市）を竣工、以後各地に特例子会社の事業所を設置
	 東京証券取引所市場第二部に株式上場

2001	 東京支店を東京本社に昇格し、福山、東京2本社制に

2003	 東日本ハブセンター（茨城県八千代町）完工

2005	 東京証券取引所市場及び大阪証券取引所市場第一部に株式上場

2006	 就労継続支援A型子会社を目的とする広島愛パック（株）（現エフピコ愛パック（株））設立、以後各地に愛パックの事業
所を設置

2012 	 PET容器では世界で初となるPET2軸延伸製品を上市

全体の出来事

2013 	 代表取締役会長（当時）小松安弘が『旭日重光章』を受章

2014 	 福山クロスドックセンター稼働（広島県福山市）
	 エフピコ総合研究所・人材開発研修センター竣工（広島県福山市）

2015 	 経済産業省より「ダイバーシティ経営企業100選」に選出
	 経済産業省と東京証券取引所が選ぶ「攻めのIT銘柄」に選定
	 経済産業省主催「第6回ものづくり日本大賞（製品・技術開発部門）」優秀賞受賞

2016 	 代表取締役会長（当時）小松安弘が、「福山市名誉市民」に推戴される

2017 	 創業者小松安弘永眠

2018 	 エフピコアルライト本社工場竣工
	 広島営業所新社屋竣工
	 平成30年度「スポーツエールカンパニー」認定（スポーツ庁）

2019 	 第一回ジャパンタイムズESGアワード

2020 	 福山市総合体育館のネーミングライツを取得した「エフピコアリーナふくやま」オープン

2021 	 中部ハブセンター竣工

2022 	 東京証券取引所プライム市場へ移行（証券コード：7947）

	 マレーシアのプラスチック製食品容器メーカーLee Soon Seng Plastic Industries Sdn. Bhd.の株式を取得

	 健康優良法人（大規模法人部門）取得

2023 	 兵庫県小野市に関西工場・関西ハブセンターが竣工

	 えるぼし（2段階目）認定取得

エフピコ総合研究所・人材開発研修センター

関西工場・関西ハブセンター

福山パール紙工株式会社設立 商号を株式会社エフピコに改める
広島証券取引所に株式上場

東京証券取引所市場及び大阪証券取引所市場
第一部に株式上場

企業プロフィール
＞ エフピコのあゆみ
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エフピコレポート 2024

エフピコのあゆみ
環境関連事業/成果など

1980 	 トレー容器のゴミ処理問題が発生、使用済みトレーの回収をいち早く開始する

1990 	 エフピコ方式のリサイクルスタート

1991 	 「エコトレー」が業界初のエコマーク認定

1993	  （財）クリーン・ジャパン・センター主催｢再資源化貢献企業表彰事業｣にて		 	
『クリーン・ジャパン・センター会長賞』受賞

2007 	 「第1回容器包装3R推進環境大臣賞」にて
	 『製品部門最優秀賞』受賞

2011 	 「エコマークアワード2010」にて『金賞』受賞
	 環境大臣より「エコファースト企業」として認定を受ける
	 再生PET容器「エコAPET」が（財）日本環境協会よりエコマーク商品認定を取得

2015 	 地球温暖化防止活動環境大臣表彰（対策活動実践・普及部門）受賞

2016 	 ペットボトルリサイクルからエコAPET製造までの一貫生産拠点
	 「中部エコペット工場」稼働

2017 	 関東エコぺット工場稼働

2018 	 「G20イノベーション展」に出展

2019 	 「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス」に幹事として参画

2020 	 「エフピコ環境基金」設立

2021 	 「カーボンオフセット宣言」発表

2022	 関東八千代エリアに太陽光発電導入
	 関東リサイクル工場で100%再エネ化導入
	 エフピコ中長期目標FPEA（エフピコエコアクション）2.0リリース
	 TCFDの提言へ賛同
	 中部エリアに太陽光発電導入

2023	 G7広島サミット 国際メディアセンター（IMC）広報展示で、	 	 	 エフ
エフピコ方式のリサイクル「トレー to トレー」を出展

	 東京商工会議所が主催する「ｅｃｏ検定アワード 2023」で	
エコユニット部門の奨励賞を受賞

2024	 CDP気候変動Aランク評価及びサプライヤー･エンゲージメント･リーダー評価を取得

	 関西工場・関西ハブセンター屋根上太陽光発電による	
再生可能エネルギー調達開始により、エコトレーのCO2削減効果が37%に上昇

	 関西選別センター稼働予定

サステナビリティ推進室
ジェネラルマネージャー

冨樫英治

こちらのQRコードまたは
当レポートに添えてある
用紙よりアンケートにご協
力ください

2023年のプロスポーツ界を振り返ると、プロ野球の阪神タイガースが38年ぶりの日本一、オリックス・バファローズがリーグ3連覇、
サッカーJ1のヴィッセル神戸が悲願の初優勝と、関西がまさに主役となった一年となりました。そのヴィッセル神戸がノエビアス
タジアム神戸でエフピコのユーザー様とコラボして発売された弁当容器に、エフピコ愛パック西宮工場（兵庫県西宮市）で製造し
た折箱容器が採用されました。「仕切り」がある折箱容器は組立や検品の難易度が高い製品ですが、障がいのある人材が一つひ
とつ手作業で丁寧につくっています。その“想い”がお弁当を食べてくださった観客の皆さんに伝わり、声援となって選手のプレー
を後押ししたのではないかと勝手に想像しています。

エフピコも昨年、兵庫県小野市で関西工場・関西ハブセンターの稼働を開始し、近畿エリア向けの製品を近隣から配送できるよう
になりました。皆様のお役に立つ、便利で欠かすことのできない、食事が楽しくなる、環境に配慮した製品を必要な時に確実に
お届けしたい──私たちもこの“想い”を込めて、これからも食品トレー・容器の安定供給に努めてまいります。

「エフピコレポート2024」を最後までご覧いただき、誠にありがとうございます。内容の継続的な改善のためにも、アンケート
に是非ともご協力いただきますようお願い申し上げます。

折箱容器を製造するエフピコ愛パック西宮工場

企業プロフィール
＞ エフピコのあゆみ / 編集後記

7069
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